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もくじ ●	縁
えん
と縁
ゆかり
の道をゆく

   ［ふたりの「開拓の祖」が交差した地～札幌市篠路～］
●	就職活動・移住希望者向け交通費支援について
●	はなれた家族の介護について～相談先や交通費割引をご紹介～

●	寄稿「１ページのたより」      　
●	各相談窓口
●	北海道における被災避難者の受入状況
●	編集後記

Vol.
2

1　 ここから  これから　からから便り  vol.2　

ふ
た
り
の「
開
拓
の
祖
」が
交
差

し
た
地 

～
札
幌
市
篠
路
～

　

時
代
は
江
戸
時
代
、
の
ち
に
「
札
幌
開

拓
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
早そ

う
や
ま
せ
い
た
ろ
う

山
清
太
郎
は

１
８
１
７
（
文
化
14
）
年
、
磐
城
国
白
河
郡
米

村
（
福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
）
の
農
家
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
業
が
嫌
い
で

独
立
心
旺
盛
だ
っ
た
清
太
郎
は
、
た
び
た
び

家
を
飛
び
出
し
各
地
を
巡
り
、
福
山
城
（
北

海
道
松
前
町
）
築
城
の
人
夫
募
集
の
話
を
聞

き
、１
８
５
２（
嘉
永
５
）年
に
蝦
夷
地
へ
や
っ

て
き
ま
し
た
。
清
太
郎
35
歳
の
年
で
す
。

　
４
年
間
人
夫
と
し
て
働
い
た
あ
と
、
小
樽

を
経
て
、１
８
５
７
（
安
政
４
）年
に
琴
似
（
札

幌
）に
移
住
。
そ
れ
ま
で
様
々
な
仕
事
を
し

て
き
た
清
太
郎
は
、
こ
こ
で
農
業
で
身
を
立

て
る
決
意
を
し
、
こ
の
時
代
ま
だ
成
功
例
が

な
か
っ
た
米
作
り
に
挑
戦
。
翌
年
「
石
狩
平

野
初
の
米
作
り
」
に
成
功
し
ま
し
た
。
箱
館

奉
行
は
驚
き
、
米
は
江
戸
幕
府
に
も
献
上
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
よ
り
良
い
土
地
を
求

め
、
１
８
６
０
（
安
政
７
／
万
延
元
）
年
に
篠

路
（
札
幌
）へ
移
住
し
開
墾
し
て
い
き
ま
す
。

清
太
郎
が
43
歳
に
な
る
年
で
す
。

　
１
８
６
８
（
慶
応
４
／
明
治
元
）
年
に
戊
辰

戦
争
が
起
こ
り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代

は
大
き
く
移
り
変
わ
り
ま
す
。
北
海
道
に
開

拓
使
が
置
か
れ
て
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
る
と
、
清
太
郎
は
「
古
く
か
ら
札
幌

に
暮
ら
し
、
気
象
・
土
地
・
植
生
を
よ
く

知
る
人
物
」
と
し
て
頼
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
神
社
（
現
・
北
海
道
神
宮
）の
敷
地
選
定

を
し
た
の
も
清
太
郎
で
す
。
こ
の
頃
の
篠
路

は
、
本
州
か
ら
の
人
や
荷
物
を
札
幌
に
運
ぶ

た
め
の
、水
路
と
陸
路
の
中
継
地
点
で
し
た
。

石
狩
ま
で
蒸
気
船
な
ど
で
運
び
、
渡
し
船
に

乗
せ
替
え
て
篠
路
ま
で
川
を
上
り
、
そ
こ
か

ら
陸
路
で
移
動
し
た
の
で
す
。

　
「
当
別
開
拓
の
祖
」
と
し
て
知
ら
れ
る
仙

台
藩
岩
出
山
伊
達
家
の
人
々
は
、
戊
辰
戦

争
に
敗
れ
て
領
地
を
没
収
さ
れ
、 

１
８
７
１

（
明
治
４
）年
に
故
郷
を
離
れ
、
開
拓
民
と
し

て
北
海
道
に
入
植
し
ま
す
が
、
最
初
に
与
え

ら
れ
た
の
は
不
毛
の
地
・
石
狩
の
聚し

っ
ぷ富
の
土

地
で
し
た
。
開
拓
は
進
ま
ず
困
窮
を
極
め
、

当
主
伊
達
邦
直
は
開
拓
使
に
当
別
へ
の
移
転

を
願
い
出
ま
し
た
。
そ
し
て
許
可
を
得
た
伊

達
邦
直
ら
は
同
年
７
月
、
礼
を
伝
え
る
た

め
、
石
狩
か
ら
水
路
を
使
い
札
幌
の
開
拓
使

へ
出
向
き
ま
し
た
。
実
は
そ
の
時
、
深
夜
の

ほ
ん
の
数
時
間
で
す
が
、
篠
路
の
早
山
清
太

郎
の
家
で
食
事
を
と
り
休
息
し
た
と
い
う
記

録
が
、
伊
達
邦
直
著
「
石
狩
国
石
狩
郡
当
別

村
開
墾
顛
末
」
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、
早
山
清
太
郎
も
伊
達
邦
直
も
、

お
互
い
が
「
開
拓
の
祖
」
と
し
て
語
り
継
が

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

え
ん

ゆ
か
り 避

難
元
と

ゆ
か
り
の
あ
る
地
を

　 

ぶ
ら
っ
と
散
策

札幌市北区篠路の航空写真を見比べると、川の形も変わり、
かつての田畑のほとんどが住宅となったことがわかる。
たった 70 年ほどで、ここまで変えられることに驚く。

出典：地理院タイル 
左 / 年代別の写真（1945 年～ 1950 年）
右 /2022 年の写真  ※緯度経度とも同じ場所

上
／
明
治
４
年（
１
８
７
１
年
）札
幌
郡
篠
路
村
の
景　

田
本
研
造（
函
館
）　

ま
さ
に
こ
の
年
、
早
山
清
太
郎
の
家
に
伊
達
邦
直
が
立
ち
寄
っ
た
。

所
蔵
：
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館

下
／
現
在
の
伏
籠
川
（
篠
路
）。
明
治
４
年
の
写
真
は
「
お
そ
ら
く
こ
の

辺
で
は
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
川
の
形
も
す
っ
か
り
違
う
の

で
果
た
し
て
ど
う
か
？

※
参
考
（
札
幌
市
公
文
書
館
所
蔵
）

　

・
札
幌
発
掘　

早
山
清
太
郎
と
札
幌
建
府
の
物
流　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
：
了
寛
紀
明

　

・
早
山
清
太
郎
資
料　
（
君
尹
彦
青
年
学
級
資
料
）
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飛行機
　北海道からの場合、ANA と JAL で介護割引運賃
があります。割引率から考えると、LCC や早割の方
が運賃は抑えられますが、急な帰郷で ANA や JAL
以外の選択肢がない場合に活用できます。利用には
事前登録が必要となりますので、詳しくは航空会社
にお問い合わせください。

JR
　「えきねっと」に登録すると割引切符を予約購入す
ることができます。「えきねっと」は、JR 東日本が運
営するインターネット予約サービスです。JR 北海道
の在来線も対象で、新幹線や特急列車の割引切符の予
約・購入ができます（列車・席数・区間
に限定あり）。新幹線を利用しての帰

郷や道内での移動に活用できます。

相談先について
　コロナ禍で往来がしにくかったこの数年、はなれて暮らす
ご家族が気がかりだった方もおられるのではないでしょう
か。年月の経過とともに高齢になった親御さんや親族へのサ
ポートについて、相談できる窓口のひとつが「地域包括支援
センター」です。
　地域包括支援センターは、65 歳以上の方の暮らしを地域
でサポートするための拠点で、高齢者が持つ悩みを相談でき
る場所です。相談に乗ってくれるのは、保健師（看護師）、社
会福祉士、主任ケアマネージャーなど専門職の方で、本人や
家族はもちろん、近所の方から寄せられた相談にも対応して
います。
　相談先は、支援対象となる方が暮らしている地域に設置さ
れている地域包括支援センターです。
　たとえば「一人暮らしの高齢の親が心配。受けられる介護
サービスはあるのだろうか」というときは、親御さんが住ん
でいるエリアを担当する地域包括支援センターに相談しま
す。また、介護を担う家族の負担やストレスに関する相談に
も応じてくれます。はなれて暮らす家族からの相談にも対応
してくれるので、心配なことがある方は抱え込まずに相談す
ることをおすすめします。

交
通
費
支
援
に
つ
い
て

就
職
活
動
・
移
住
希
望
者
向
け

《岩手県》「就職活動交通費支援」
県外在住者が県内企業等へ就職活動を行う際
の交通費や、学生のインターンシップ参加に
伴う交通費・宿泊費に対する支援。
支給金額：交通費　一律 10,000 円

（東北地区以外の居住者の場合）

　　　　　宿泊費　支払額に応じて一律支給
※年度内、一人２回まで支給

窓口：ふるさといわて定住財団

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
が
実
施
す
る
、
就
職
活
動
・
移
住
支
援
の
概
要
で
す
。

就
職
支
援
サ
イ
ト
へ
の
登
録
や
事
前
申
請
が
必
要
な
補
助
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《福島県》
「ふくしま移住希望者支援
　　　　　　　　　　 交通費補助金」
福島県内に移住を検討する 18 歳以上の
県外在住者が、現地調査訪問活動を行う
際の交通費の補助。
補助上限額　24,000 円（北海道からの場合）

※年度内、一人 1 回まで利用可能

窓口：福島県東京事務所

《宮城県》
「学生 IJU ターン就職活動
　　　　　　　　支援事業補助金」
学生および既卒 3 年以内の県外在住者が、
県内企業へ就職活動またはキャリア形成活
動を行う際の交通費・宿泊費に対する補助。
補助限度額　40,000 円

（学生の所在地と目的地を往復するためにかかった交
通費及び宿泊費のうち、1/2 に相当する額を補助）

※年度内、補助限度額に達するまで利用可能

窓口：みやぎ IJU ターン
　　　就職支援オフィス

「ふくしま 12 市町村移住支援
　　　　　　　　　交通費等補助金」
ふくしま 12 市町村に移住を検討する
18 歳以上の県外在住者が、現地調査訪
問活動を行う際の交通費・宿泊費の補助。
補助上限額　24,000 円（北海道からの場合）

※年度内、一人 5 回まで利用可能
12 市町村：南相馬市、田村市、川俣町、浪江町、
富岡町、楢葉町、広野町、飯舘村、葛尾村、川内村、
双葉町、大熊町

窓口：ふくしま 12 市町村
　　　移住支援センター

交通費の介護割引や
利用できる運賃割引サービス
もし、遠距離介護やたびたび帰郷することが

求められた時、活用できる交通費割引サービ

スがあります。

はなれた家族の介護について
～相談先や交通費割引をご紹介～
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寄　稿 １ページ の た よ り  
　
こ
の
10
月
、
北
海
道
に
来
て
13
度
目
の

誕
生
日
を
迎
え
る
。

　
50
代
半
ば
で
避
難
し
、
数
年
後
に
は
70

歳
に
な
る
。
北
海
道
で
の
生
活
を
築
か
な

け
れ
ば
、
と
不
慣
れ
な
仕
事
を
し
、
家
族

の
世
話
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
て
き
た
け

れ
ど
、
今
は
仕
事
も
や
め
た
の
で
健
康
だ

け
が
気
掛
か
り
な
日
々
。こ
れ
か
ら
こ
そ
、

元
気
で
動
け
る
体
で
い
な
い
と
…
と
思
い

な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

　
福
島
県
は
、
震
災
・
原
発
事
故
の
体
験

や
避
難
生
活
に
よ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
県
民
に
寄
り
添
い
、
適
切
な
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
『
こ
こ
ろ
の

健
康
度
・
生
活
習
慣
に
関
す
る
調
査
』
を

行
な
っ
て
い
る
。
震
災
直
後
は
電
話
で
の

調
査
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
調
査
票
が
送

ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
調
査
票
に

は
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
（
睡
眠
、運
動
、

喫
煙
、飲
酒
な
ど
）
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

毎
年
調
査
票
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ

ど
私
の
答
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
送
付
後
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
、
看

護
師
な
ど
か
ら
電
話
が
き
て
記
載
内
容
を

も
と
に
話
を
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
仕
事

中
に
か
か
っ
て
き
た
の
で
話
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
年
は
仕
事
も
や
め
て
時
間

が
あ
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
は
ど
ん

な
不
安
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
、

思
わ
ず
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
不
安
し
か
な

い
。
不
安
が
な
い
な
ん
て
人
い
る
の
？　

あ
た
り
ま
え
の
質
問
に
さ
え
ビ
リ
ッ
と
し

て
し
ま
う
。

　
「
近
く
に
相
談
で
き
る
友
人
は
い
ま
す

か
？
」
と
か
細
か
く
聞
か
れ
る
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
て
収
入
が
あ
っ
た
け

ど
、
今
は
年
金
生
活
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
と
こ
ろ
で
、
ど
こ
か
ら
も
お
金
は
湧
い

て
こ
な
い
。
震
災
に
遭
っ
て
か
ら
の
悩
み

は
あ
り
す
ぎ
て
、
ど
れ
が
悩
み
な
の
か
わ

か
ら
な
い
。
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く

て
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
か
ら
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
北
海
道
で
暮
ら
し
ま
す

か
？
」
と
言
わ
れ
る
と
、
郷
愁
の
思
い
が

わ
い
て
く
る
。
震
災
が
な
か
っ
た
ら
友
人

や
親
類
と
今
も
変
わ
ら
ぬ
交
流
が
で
き
た

だ
ろ
う
。

　
子
供
が
家
庭
を
持
ち
独
立
し
た
こ
と
を

伝
え
る
と
「
子
供
た
ち
の
と
こ
ろ
で
暮
ら

す
事
は
考
え
ま
せ
ん
か
？
」と
聞
か
れ
た
。

今
す
ぐ
子
供
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
行
く
な

ら
、
ま
だ
私
は
健
康
だ
し
新
た
な
生
活
基

盤
を
作
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
さ
ら
に
高
齢
に
な
り
体
も
動
き
に

く
く
な
っ
た
ら
、
行
っ
た
先
で
ま
た
一
か

ら
新
た
な
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
…
そ
ん
な
思
い

を
口
に
す
る
と
、
電
話
の
向
こ
う
か
ら

「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
る

の
で
す
ね
、
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
確

か
に
そ
う
で
す
よ
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
た
。

　

同
じ
気
持
ち
の
高
齢
者
は
多
く
い
る

と
思
う
し
、
そ
れ
が
移
動
で
き
な
い
理
由

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
か
…
と

思
い
な
が
ら
話
を
続
け
た
。「
年
金
生
活

に
な
り
都
会
で
の
暮
ら
し
は
大
変
だ
ろ
う

し
、
簡
単
に
は
腰
が
あ
が
ら
な
い
で
す
」、

そ
う
伝
え
る
と
「
福
島
県
内
の
低
価
格
の

住
宅
募
集
の
資
料
を
送
る
」
と
言
わ
れ
、

一
度
は
「
福
島
に
は
戻
ら
な
い
か
ら
要
ら

な
い
」
と
言
っ
た
も
の
の
、
送
る
こ
と
で

彼
ら
の
実
績
に
な
る
の
だ
ろ
う
な
と
思

い
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
約
１
時
間
話
を
し
て
思
っ
た
の
は
、
自

分
の
中
の
不
確
か
な
気
持
ち
が
、
答
え
て

い
る
と
確
信
に
な
り
、
思
い
の
ほ
か
気
持

ち
の
整
理
が
つ
く
し
、
自
分
の
抱
え
て
い

る
問
題
が
わ
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
な
ど
も
少
し

見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
そ
ん
な
ふ
う
に
声
に
出
し
て
伝
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
な
に
か
の
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
る
が
、
声
に
出
せ
な
い
悲
し
み

や
あ
き
ら
め
は
、
い
つ
も
深
く
て
悲
し
く　

ず
し
ん
と
体
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
を
少
し

ず
つ
ポ
イ
ポ
イ
落
と
し
な
が
ら
、
毎
年
健

康
で
い
ら
れ
る
こ
と
、
北
海
道
の
美
し
い

自
然
に
癒
さ
れ
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
、
少
し
で
も
楽
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
健

康
で
い
た
い
と
、
今
年
も
誕
生
日
に
願
い

ま
す
。（

ペ
ン
ネ
ー
ム　
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
） 

私の元気の秘訣は…？

はなれた家族の介護について

福
島
か
ら
来
る

調
査
票
…
出
す
と

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

か
れ
こ
れ
13
年
─
─

深
い
悲
し
み
は

消
え
な
い
し
…
…

ま
ず
は
「
今
」
を
楽
し
く

過
ご
さ
な
く
ち
ゃ
ね
。

こ
れ
が
元
気
の
秘
訣
～
！

ず
っ
と
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
い
た
け
ど
、

自
分
て
こ
ん
な
風

に
思
っ
て
た
の
ね
。

これからに
ついて
何か不安な
ことは
ありますか？

これからも

北海道で

くらします
か ?

歳
も
と
って
き
て

不
安
ば
か
り
で
す
…
…
。

お子さんと
いっしょに
くらすこと
は？

ほ
らき

ま
し
た

…
本
当
は

帰
り
た
い

で
す
よ
。

ま
た
新
し
い
土
地
で

や
り
直
す
な
ん
て
、

そ
ん
な
に
簡
単
に
は

…
…
。

聞
か
れ
て
分
か
った
わ
。

あ
れ
？

誕
生
日

来
月
だ
よ
ね
？

前
祝
い

で
す
♪



全国避難者情報システム「ふるさとネット」
の登録について
「からから便り」は「ふるさとネット」の登録情報をもとに
発送しています。「ふるさとネット」は北海道が運用する被
災避難者サポート登録制度です。この制度は自治体の転
出入届とは連動しておらず、転居の場合は住所変更のご
連絡をいただかなければ、郵送物が「所在不明」として
返送されてしまいます。転居、登録解除など、「ふるさとネ
ット」の登録内容に変更がある場合はご連絡ください。
─────────────────────
■連絡先	
① NPO法人 北海道NPOサポートセンター
②北海道総合政策部地域創生局地域政策課
　  電   話：011-206-6404
　  メール：shienhonbu@pref.hokkaido.lg.jp
③避難先市町村の担当窓口
  （市町村により部署が異なります）

北海道における被災避難者の受入状況

記録的な暑さだった今年。 事務所のある建物にはエアコ
ンがなく、窓から入る風もアスファルトやコンクリートにた
め込まれた熱を帯びた熱風。さすがに、 頭が働きません
でした。
そして、あと2〜3ヶ月で初雪の季節。果たして今年はどん
な冬がやってくるのか？今からとても気になります。
さて、からから便りではみなさまからのご意見・ご感想、
そして「１ページのたより」への寄稿もお待ちしております!

（金榮）

からから便りVol.2  ■ 2023 年 9月20日発行
発行：NPO法人  北海道 NPOサポートセンター 
〒064-0808 札幌市中央区南 8条西２丁目5-74 市民活動プラザ星園 201
電   話：011-200-0973　FAX：011-200-0974　メール：info@hnposc.net
委託元：北海道

お預かりした個人情報は、避難者の生活支援のために利用するほか、出身県へ
の提供など限定した目的にのみ利用し、その他目的には一切利用いたしません。

【無断転載・コピー】
本紙掲載の写真・図版・記事などを許可なく無断で転載することを禁じます。

東日本大震災の影響により
道内に暮らしている方の

メールやFAX、
お手紙でも
ご相談ください

市町村別の受入状況は、北海道の
ホームページからご覧いただけます。▶

●	寄稿「１ページのたより」      　
●	各相談窓口
●	北海道における被災避難者の受入状況
●	編集後記

4

帯広市

函館市

札幌市 帯広市

函館市

札幌市

旭川市旭川市

釧路市釧路市
芽室市根室市

網走市網走市

稚内市稚内市

室蘭市室蘭市

留萌市留萌市

岩見沢市岩見沢市

浦河町浦河町

倶知安町倶知安町

江差町江差町

根室振興局
釧路総合
振興局十勝総合

振興局

胆振総合振興局

渡島総合振興局檜山
振興局

後志総合
振興局

日高振興局

オホーツク
総合振興局

石狩振興局

空知総合
振興局

留萌
振興局

宗谷総合
振興局

上川総合
振興局

網走

根室

編 後集 記

岩手県　
いわて被災者支援センター
電   話 019-601-7640（平日 9:00~17:00)
メール info@sumaiansin.net

福島県　
ふくしまの今とつながる相談室 toiro
電   話 024-573-2731（月・水・金 10:00~17:00）
メール toiro@f-renpuku.org

宮城県　
宮城県復興支援・伝承課　担当：大泉
電　話  022-211-2424
メール denshoh@pref.miyagi.lg.jp

岩手県、宮城県、福島県が設置する 

相談窓口はこちら。

空知 28  
石狩 517
後志 37
胆振・日高 43
渡島 23
上川 88 
宗谷
オホーツク 18

十勝・釧路 7 
総計（人） 761 

2023年８月１日現在

下記の避難者数は、復興庁が公表している「避難元へ帰還の意思を確認できた方」
の数です。なお、北海道庁では、さらに幅広く「ふるさとネット」（右記参照）に登録
しているみなさまに、今後も引き続き、お知らせ（本紙）をお届けしてまいります。
〈からから便り郵送世帯数（避難元別）：岩手県18、宮城県65、福島県186、その他36　
※2023年９月現在〉 

※祝祭日の場合は休み


